
（別紙３）

～ R８年　２月　１４日

（対象者数） 20 （回答者数） 19

～ R8年　２月　１４日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
子どもたちそれぞれの運動のレベルに合わせた活動を取り入

れていく。

2

出勤日や送迎等でカンファレンスに参加できない職員もいる

ため、ノートや口頭連絡で連絡漏れがないように改めて情報

共有をしていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
おたよりに掲載することで保護者がどんなことをしているの

か等の内容を把握できるようにする。

2

3

○事業所名 こぱんはうすさくら広沢教室

○保護者評価実施期間
R8年　　１月　２６日

○保護者評価有効回答数

R8年　１月　２６日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　　２月　１８日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

避難訓練や感染症対策の内容が詳しく伝わっていない。
訓練中の写真をおたよりに掲載していないため内容把握が難し

い。

広いホールで行う活動。
活動内容が毎回同じにならないようにしている。広いホールを

活かして体を大きく動かす。

毎日朝礼や終礼、カンファレンスをしているため情報共有が徹

底できている。

ノートに必要事項の記入をし、その日休みだった職員も確認で

きるようにしている。

事業所における自己評価総括表公表


